
７月２３日多世代交流を目的に地元の小学生と『ボッチャ』のトライアルをしました 

 昨年行われた東京パラリンピックで一躍脚光を浴びたスポーツ種目に『ボッチャ』があります。身体

機能に障害がある人無い人、年齢や男女差にもほとんどハンデが無く、今後の普及が楽しみなスポーツ

です。西柴団地福寿会では昨年度後半に会員の例会参加推進策の一環として、ボッチャの採用を決定し

器具を購入しました。コロナ禍で例会参加者が減少する中ではありましたが、感染対策に万全を期しつ

つ数回にわたりゲームを楽しんできました。参加された皆さんには大変好評で、特に超高齢者でもハン

デ無く得点に貢献できる、優しいスポーツとして今後に期待が持てそうです。 

 ７月２３日の例会は多世代交流の一環として、地元小学校の児童を招いて交流試合を予定しました。 

しかし当日は生憎コロナの新患者が急増し、急遽例会を取りやめました。知らずに集まった児童７人と

幹事による対抗戦に切り替え、簡単なルール説明後、試合に。さすがにスポーツ感の良い子供たち、初

めてにしては上出来、結果はほぼほぼ引き分けとなりました。 

 

ボッチャは初めての子供たちにやり方、ルールの説明 年齢差６０歳以上（本当は７０歳以上？）の対抗戦開始 

試合は接戦 勝負の判定にも力が入る ボッチャの試合が終わり多世代交流会の記念写真撮影 


